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澄んだ湖水に写してほしい逆さ筑波の水鏡　（日和吟社俚謡集より）

　さる 10 月 21 日（日）、陸平貝塚で第 21 回陸平縄文ムラまつりが開催さ

れました。昨年は台風により中止となりましたが、今年は天候にも恵まれ

陸平貝塚はたくさんの人でにぎわいました。

　今回は昨年予定していた縄文服コンテストがおこなわれたのをはじめ、

ステージでは安中小学校の参加、縄文太鼓、陸平音頭、おはやし、コーラス、

俚謡コンテスト、葦木ヒロカ縄文ライブ、会場内では縄文・民俗などの各

種体験コーナーや模擬店などがありました。

　縄文服コンテストは縄文ムラまつりを盛り上げようと参加団体がオリジ

ナルの縄文服を身にまとい、来場者の皆さんに投票をしてもらいました。

縄文服は昨年から用意していた団体も多く、さらに安中小学校は児童の皆

さんが自分で作った縄文服を着て参加してくれました。また木原小学校や

大谷小学校、美浦幼稚園でも縄文服を作ってまつりを盛り上げてくれまし

た。

　昨年は雨で文化財センターでのライブとなった葦木ヒロカさんには、再

び陸平貝塚特設野外ステージで歌を披露していただきました。多くの方々

に支えられて陸平縄文ムラまつりも 21 回目を迎えることができました。

　来年もお楽しみに！

▲火をおこしてま〜す

▲縄文服コンテストは力作ぞろい。石斧を右手にかかげているのは金賞の大谷学校区子ども会育成連合会

▲縄文服でもまつりをPR

秋のおかだいらは…
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銀
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安
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
結
（
同
点
入
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▲自分で作った縄文服を着てまつりに参加した安中小。６年生はお手製の縄文土器を披露

▲ようこそ陸平へ。美味しいクッキーはいかが

▲筑波大学の学生も参加しました

▲陸平の秋を描いた縄文服

▲的を狙って…

▲縄文時代ならイノシシ汁？銀賞の安中ボランティア

▲的まで届いたかな。吹き矢

▲今年も黒耀石のふるさとから
　素敵な歌を届けてくれました

▲紙を裂いて織った縄文服。銀賞の結（ゆい）

▲とにかく安中小をPR！してまーす

▲前も後ろも見てネ！

▲オープニングは安中小の縄文太皷

縄文服を
中心に…
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さ
る
10
月
13
日
（
土
）
、
23
年
ぶ
り
に
霞
ヶ
浦
で
の
開

催
と
な
っ
た
第
17
回
世
界
湖
沼
会
議
（
10
月
15
日
～
19
日
）

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
サ
テ
ラ
イ
ト
つ
ち
う
ら
」
に
陸
平
を

ヨ
イ
シ
ョ
す
る
会
が
参
加
し
ま
し
た
。
陸
平
を
ヨ
イ
シ
ョ

す
る
会
は
「
陸
平
や
霞
ヶ
浦
を
よ
い
も
の
に
し
て
未
来
に

贈
ろ
う
」
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
世
界
湖
沼
会
議
は

湖
沼
や
湖
沼
流
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
、
「
サ
テ
ラ
イ
ト
つ
ち
う
ら
」
で
は
霞
ヶ
浦

や
流
域
の
環
境
保
全
に
関
わ
る
地
域
活
動
が
講
演
や
ポ
ス

タ
ー
等
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
陸
平
を
ヨ
イ
シ
ョ
す
る
会

は
陸
平
貝
塚
で
の
活
動
を
中
心
に
美
浦
村
の
取
り
組
み
を

ポ
ス
タ
ー
で
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
14
日
（
日
）
は

会
議
に
参
加
す
る
海
外
か
ら
の
研
究
者
が
陸
平
貝
塚
を
見

学
し
、
中
島
村
長
も
美
浦
村
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

世
界
湖
沼
会
議

サ
テ
ラ
イ
ト
つ
ち
う
ら
に
参
加
！▲見学者に説明をしている様子

美
浦
か
る
た
は
美
浦
村
女
性
行
政
推
進
協
議

会
が
作
成
し
た
美
浦
村
の
魅
力
を
紹
介
し
て

い
る
か
る
た
で
す
。
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知
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化
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木
原
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は
今
か
ら
約
４
５
０
年
前

の
戦
国
時
代
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江
戸
崎
城
（
稲
敷
市
の

江
戸
崎
小
学
校
や
商
店
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あ
る
地

域
）
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北
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守
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め
に
築
か
れ
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で
す
。
江
戸
崎
城
の
城
主
は
土と

き

は

ら

岐
原

氏
と
い
う
美み

の

の

く

に

濃
国
（
岐
阜
県
）
の
土
岐

氏
の
一
族
で
、
そ
の
家
臣
で
あ
る
近
藤

氏
が
木
原
城
の
城
主
で
し
た
。

　

城
の
姿
を
現
在
残
っ
て
い
る
土ど

る

い塁

（
土
手
状
の
高
ま
り
）
や
堀
な
ど
か
ら

探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

木
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の
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山
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た
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ア
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め
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る

わ

曲
輪
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に
な
り
ま
す
。
城
の
外
側
は
木
原
小

学
校
を
含
め
永
巖
寺
周
辺
ま
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。
城
山
公
園
の
出
入

口
は
狭
く
、
車
が
１
台
通
れ
る
程
の

幅
で
そ
の
両
側
は
高
い
土
の
壁
が
せ

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
は
虎こ

ぐ

ち口
と

呼
ば
れ
出
入
口
以
外
は
詰
曲
輪
を
ぐ

る
り
と
土
塁
で
取
り
囲
み
、
土
塁
の

脇
に
は
大
き
な
堀
が
あ
り
ま
す
。
城

山
公
園
と
木
原
小
学
校
と
を
つ
な
ぐ

道
の
両
側
は
現
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畑
と
し
て
利
用
さ

れ
て
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が
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は
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る
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れ
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二
曲
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の
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で
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に
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木
原
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は
詰
曲
輪
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三
曲
輪
ま
で

に
三
重
の
土
塁
と
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が
巡
る
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造
に

な
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て
い
る
の
で
す
。

　

時
は
戦
国
の
世
。
木
原
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は
敵
を

攻
撃
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や
す
い
よ
う
に
、
ま
た
簡
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に
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な
い
よ
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に
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し
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築
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狭
い
出
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た
通
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度
に
大
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よ
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に

な
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て
い
ま
す
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大
き
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の
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一
人
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け
る
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度
の
幅
し
か
な

く
深
さ
も
10
ｍ
を
超
え
、
そ
の
壁
も

急
斜
面
に
造
り
簡
単
に
は
登
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
高
い
土
塁
も
二
曲
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か
ら
詰
曲
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が
見
え
な
い
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造
に

な
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て
い
ま
す
。
さ
ら
に
霞
ヶ
浦
方

面
か
ら
簡
単
に
攻
め
て
こ
ら
れ
な
い

よ
う
に
考
え
て
、
入
り
組
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だ
街
並
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を
つ
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っ
て
い
ま
す
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ま
だ
ま
だ
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の
造
り
に
は
秘
密
が
た
く
さ
ん
隠

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
規

模
な
施
設
は
す
べ
て
当
時
の
人
び
と

が
人
力
で
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
す

ご
い
で
す
ね
。
木
原
城
は
現
在
の
私

た
ち
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
で

残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
城
で
す
。

　

ま
さ
に
“
城
は
土
か
ら
成
る
”
。
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◆日　時　12 月２日（日）

◆時　間　午後１時 30 分から

◆会　場　美浦村文化財センター

◆出　演　好文亭梅朝さん

◆演　目　「水分子の嫁入り」「足は何本」

　　　　　「寝床」（予定）

第24回 梅朝基礎落語

梅朝さんの創作科学落語二席に古典の名作！

ぜひご来場ください！

当日、直接会場にお越しください。

　陸平貝塚公園内でイノシシの足跡等が確認されたため、

公園内の一部にイノシシ捕獲のための「わな」を設置し

ました。

　地図に示した斜線範囲内の立入禁止区域には、大変危

険ですので立ち入らないようお願いいたします。

　わなは有害鳥獣捕獲隊により外から見えないよう地中

に複数設置してあります。

　特に、やまいも掘りの方、タケノコや野草採りの方、

ポケモン GO をされている方、ペット連れの方（放し飼

い厳禁）はご注意ください。

　なお、陸平貝塚公園以外の安中台地の山林にも、わな

を仕掛けている箇所がありますので（注意看板あり）

ご注意ください。

陸平貝塚公園内の立入禁止

区域について（注意）

　　自分で作った門松で

　　　　　　新しい年をむかえましょう

◆日　時　12 月 27 日（木）

◆時　間　午前９時 30 分～ 12 時

◆場　所　文化財センター

◆人　数　１０名

◆体験料　５００円

◆申込み　文化財センター

　　　　　☎８８６－０２９１

（要申込）ミニ門松作り

陸平にイノシシがいるなんてビックリ！

わなをしかけているので注意しよう！

春から陸平でつくって

いるイエは、おまつり

の時にみんなに見ても

らったけど、これから

屋根を葺く作業には

いります。

見にきてネ！

寒さも笑いで心をあたためよう！


